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(1) 計画建築物については、分節化等の措置がされないことにより、周辺から見て際立って

大規模かつ無表情な壁面の連続とならないよう、壁面意匠に変化をつけること。 

(2) 外構は、開放的な空間を創出するよう周辺との連続性に配慮した計画とするとともに計

画建築物と調和したものとし、建築物を含めた相互の部位・部材ごとの意匠形態や色彩等

を系統化し、１つの施設としてのまとまりを形成すること。 

(3) 駐車場及び駐輪場は可能な限り通りから見えない位置に配置することとし、やむを得ず

通りから望見できる位置に配置する場合、緑化等により修景すること。 

(4) 計画建築物等の意匠・形態について、複数の眺望点からの見え方を検証し、眺望景観に

著しく影響を及ぼすことのないよう配慮すること。 

 

３ 環境への配慮について 

(1) 予定する建築物については、地球温暖化防止のため、断熱性能の高いものとし、ＬＥＤ

照明の積極的な採用等で二酸化炭素排出を低減するとともに、これらに加え、太陽光発電

設備などの再生可能エネルギーや蓄電設備の活用等により、年間の一次エネルギー消費量

が正味ゼロとなるＺＥＢを目指し計画すること。 

(2) 教材等で使用する紙ごみ等の資源ごみの適正な分類・保管等により、ごみの減量化と分

別の徹底を図ること。 

 

４ 地域への配慮及び貢献について 

(1) 地元の町内会等や付近の学校に対し、予め工事の概要等について説明し、歩行者の安全

確保のための措置等について、協議や調整を行うこと。 

(2) 地域住民及び緊急車両等の通行に支障が生じないよう、安全性に配慮した生徒及び車両

の動線計画とすること。 

(3) 貴法人のスポーツ関連施設及び文化関連施設等については、市内の生徒が授業等で引き

続き利用ができるよう配慮してください。 

 

５ 今後の手続等について 

今後、手続が必要となる「鎌倉市開発事業における手続及び基準等に関する条例」等にお

いては、具体的な公共施設の整備に係る技術審査について、関係各課と十分な協議を行うこ

と。 

 

６ その他 

事業区域内に鎌倉市管理の公共下水道管が埋設されていることから、既設下水道管に影響

が生じる場合は、協議してください。 

 

以上 
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